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研究要旨 抗 HIV 療法の進歩とともに、HIV 感染者の予後は大きく改善した。身体治療

のみならずメンタルサポートも重視されている。このような中、我が国でも HIV 感染者

に精神医学的介入を要する精神疾患が約 9%程度併存し、かつ 30%という高い中断率が

明らかになり、ノンアドヒアランス、生活習慣、就労等心理社会的側面に影響を及ぼすこ

とが明示されている。本研究の目的は、シームレスな精神科医療の提供を目指すため、

HIV 業務に従事する心理職のアンケート調査および半構造化面接を用いて、その要因に

ついて探索し、啓発することを目的とした。全国の HIV 診療拠点病院に勤務する心理士

31 名を対象（比較対照群に総合病院に勤務する心理士 46 名を設定）の背景情報、身体

的・精神的 QOL、労働パフォーマンスを調査し、さらに臨床状況における困難と対処法

に関連した半構造化したインタビューを行った。全音声データより「困難な状況（167 の

状況）」「対処法（159 の対処）」を抽出し、複数の精神科医および心理士による複数回の

サマライズを経てテキストマイニングを実施した。その結果、HIV 業務に従事する心理

士に特異的な結果として、総合病院に勤務する心理士と比較して労働時間が有意に短か

った。このことは常勤で就労している心理士の割合（67.7%）が少ないため、雇用内容が

影響していると考えた。全体として、心理職一般に生じる精神科医との困難は、心理職の

予約システムの問題、守秘義務に関連する患者から得た情報の扱い、精神科医の代替を

求められることがあった。一方で、HIV 業務に従事する心理士に特異的な結果として、

外部の精神科医療機関との連携が有意に乏しかった（p=0.0281）。こうした困難に対し、

共通の対処法としては、心理士の見立ての記載、精神科/心理士への依頼システムの作成、

上司やケースワーカーに相談・介入を依頼、多職種カンファレンスを実施があった。一方

で、HIV 業務に従事する心理士に特異的な結果として、外部の精神科医に患者自身から

伝えてもらうという方法が有意に多かった（p=0.0139）。これは医療機関を介した精神科

医療との連携がとても乏しいことを示唆した。今回の結果はあくまでも半構造化面接を

基本とした質的データの解析に留まった。今後は、これらのデータに基づいた評価尺度

を作成し、今回の質的結果を量的結果に変換する予定である。 
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A．研究目的 
 抗 HIV 療法の進歩とともに、HIV 感染者

の予後は大きく改善した。身体治療のみな

らずメンタルサポートも重視されている。

このような中、HIV 感染者に精神医学的介

入を要する精神疾患が約 9%程度併存し、か

つ 30%という高い中断率が明らかになり、

ノンアドヒアランス、生活習慣、就労等心理

社会的側面に影響を及ぼすことが明示され

ている（日本エイズ学会誌 2018）。また、

抗HIV療法の遂行を妨げ、脱落する要因に、

精神疾患や偏見やアドヒアランスなどが抽

出されている（Lancet 2018）。 
 さて、身体疾患の患者に併存する精神医

学的問題を解決するコンサルテーション・

リエゾン精神医学は患者ケアに効果がある

（Cochrane Library 2015）にもかかわらず、

HIV 感染者の併存精神疾患について、HIV
診療チームと精神科医療との連携体制の構

築が十分とは言えない現状がある。本研究

の目的は、シームレスな精神科医療の提供

を目指すため、HIV 業務に従事する心理職

のアンケート調査および半構造化面接を用

いて、その要因について探索し、啓発するこ

とを目的とした。 
 
B．研究方法 
 全国のHIV診療拠点病院に勤務する心理

士を対象に以下の手順ですすめる（比較対

照群に総合病院に勤務する心理士を設定）。

＜１＞年齢、性別、経験年数、HIV 領域の

経験年数、勤務形態、WHO健康と労働パフ

ォーマンスに関する質問紙（短縮版）、Short 
Form36 などを取得する。半構造化面接で

「HIV 感染者の併存精神疾患について、

HIV 診療チームと精神科医療の連携体制」

を阻害する要因（複数回答可）について以下

を聴取する。各エピソードについて下記を

聴取する。＊連携困難エピソードの領域 / 

場面については以下より１つ選択した。・精

神科医療・精神科医との連携困難・精神科医

以外（内科医、外科医など）との連携困難・

精神科診断をめぐる困難（精神科医の診断

と心理的評価の違いなど）・精神科薬物療法

をめぐる困難（処方をめぐって改善してほ

しい点など）・服薬アドヒアランスをめぐる

困難（実際はアドヒアランスが良くないの

に主治医が気づいていないなど）・その他 

各エピソードについて、最も困難な状況を

100 としてそれぞれに関する困難度を 0 か
ら 100 で明示する。エピソードに直面した

点数、具体的な対処方法、対処後の点数、対

処の可否について聴取する。＜２＞面接内

容の全音声データを逐語データ化し、「困難

な状況（167 の状況）」「対処法（159 の対

処）」を抽出。その後、複数の精神科医およ

び心理士による複数回のサマライズを経て

テキストマイニングとして共起ネットワー

クでのデータ吟味および階層的クラスター

分析を実施した。得られたクラスターはχ2

検定を行い 2群での比較を行なった。 
（倫理面への配慮） 
 多施設共同研究体制、研究内容、個人情報

保護等について名古屋大学大学院医学系研

究科及び医学部附属病院生命倫理審査委員

会で承認（承認番号 2021-0354）。 
 
C．研究結果 
 HIV 業務に従事する心理士（HIV群）31
名と対照群として総合病院に勤務する心理

士（GHP群）46名からデータを取得した。

背景情報は、HIV群は、男:女＝5:26名、臨

床経験（平均(SD)）＝15.4(6.2)年、常勤:非
常勤雇用＝ 21:10 名、 SF36(平均 (SD) 
PCS/MCS/RCS=50.02(5.81)/49.41(7.91)/5
0.55(11.15))、WHO-HPQ(平均(SD) 絶対的

Presenteeism61.29(12.31) 相 対 的

Presenteeism0.93(0.28)）であった。臨床経
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験及び SF-36、WHO-HPQ は t検定の結果、

GHP 群と比較して有意差を認めなかった。

雇用形態についてはχ2検定の結果、HIV群
の方が常勤の割合が低かった（p=0.04）。 
 構造化面接で得られた質的情報の解析結

果を以下に示す。クラスター分析を行った

結果、困難状況は 7 クラスター（①外部の

精神科医療機関が無い、②外部の精神科医

療機関との情報共有の難しさ、③心理士業

務の理解が得られない、④精神科医師との

見立て違い、⑤心理面接等の予約システム

の問題、⑥身体科と情報の扱い方が違う、⑦

精神科医の代役が求められる）が抽出され

た。χ2検定の結果 HIV 群は①と②が有意

に多く（p=0.028 /<0.001）、GHP群は③④

が有意に多かった（p=0.019 /0.032）。困難
状況の対処法は 6 クラスター（①外部機関

に患者から伝達してもらう、②医師と話し

合いの場を作る、③心理士の見立てを説明、

④依頼システムの作成、⑤多職種に相談・介

入を依頼、⑥多職種カンファレンスを実施）

が抽出された。χ2検定の結果 HIV 群は①

が有意に多く（p=0.014 ）、GHP群は②が

有意に多かった（p=0.021）。 
 
D．考察 
 本調査研究から、HIV 業務に従事する心

理士は、総合病院に勤務する心理士と比較

して労働時間が有意に短かった。このこと

は常勤で就労している心理士の割合

（67.7%）が少ないため、雇用内容が影響し

ていると考えた。今後、総合病院に勤務する

心理士と同等に常勤雇用されることが期待

される。次に、連携困難の状況について、

HIV 業務に従事する心理士は、外部の精神

科医療機関との連携が有意に乏しかった

（p=0.0281）。HIV 診療が出来る精神科医

療機関の確保や情報共有が重要と思われる。

また心理職一般に生じる精神科医との困難

は、心理職の予約システムの問題、守秘義務

に関連する患者から得た情報の扱い、精神

科医の代替を求められることがあった。こ

れらの普遍的な困難も適宜解消していく必

要があるだろう。次に困難状況に対する対

処法であるが、HIV 業務に従事する心理士

は、外部の精神科医に患者自身から伝えて

もらうという方法が有意に多かった

（p=0.0139）。これは患者以外を通じた精神

科医療との連携がとても乏しいことを意味

しているかもしれない。共通の対処法とし

ては、心理士の見立ての記載、精神科/心理

士への依頼システムの作成、上司やケース

ワーカーに相談・介入を依頼、多職種カンフ

ァレンスを実施があった。こうした対処法

は実際に日常臨床で行われており、結果に

違和感はない。こうした結果からして、今後

は、常勤雇用の拡充および外部の精神科医

療機関の整備が望まれた。 
 
E．結論 
 本調査研究によって、HIV 感染者に生じ

る精神症状の対応について、HIV 診療チー

ムに特異的な精神科医療の連携困難の要因

は、外部の精神科医療機関との連携が乏し

いことが特定でき、今後の改善に向けた提

言や啓発ができたと考えている。 
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